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活
動
を
ふ
り
か
え
っ
て

Ｐ
Ｈ
Ｊ
ミ
ャ
ン
マ
ー
事
務
所
長

真
貝
祐
一

会
議
を
実
施
す
る
前
は
上
手
く
意
見
が

出
る
か
心
配
で
し
た
が
、フ
ァ
シ
リ
テ
ー

タ
ー
が
非
常
に
素
晴
ら
し
く
、
意
見
を

引
き
出
し
て
く
れ
て
助
か
っ
て
い
ま
す
。

今
後
は
助
産
師
・
補
助
助
産
師
た
ち
が

よ
り
自
発
的
に
意
見
を
出
し
合
い
、
浮

か
び
上
が
っ
た
課
題
を
彼
女
た
ち
の
言

葉
で
議
論
す
る
こ
と
で
、
今
よ
り
自
分

た
ち
の
こ
と
と
し
て
問
題
意
識
を
も
っ

て
く
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

助
産
師
さ
ん
達
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を

ど
う
上
げ
て
い
く
か
、
議
論
し
た
課
題

を
ど
う
支
援
に
繋
げ
る
か
を
日
々
考
え

な
が
ら
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。

助産の力を伸ばす支援
お産の現場で活躍する「助産師さん」の力を強化をすることは、

より安全なお産を支援することに直結します。
PHJ カンボジア事務所とミャンマー事務所で実施している

「助産師」の力を強化する活動を紹介します。

Cambodia

Myanmar

Japan

実
践
力
を
つ
け
て

信
頼
さ
れ
る
助
産
師
に
。

お
産
の
現
場
の
把
握
と

意
識
向
上
に
。

准
助
産
師
の
能
力
強
化
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

助
産
師
・
補
助
助
産
師
会
議

〈
背
景
〉

カ
ン
ボ
ジ
ア
で
は
内
戦
の
影
響
で
不
足
し
て

い
る
助
産
師
の
数
を
増
や
す
た
め
、 

１
年
間

の
速
成
の
助
産
教
育
を
受
け
た
「
准
助
産
師
」

が
保
健
セ
ン
タ
ー
に
大
勢
配
置
さ
れ
て
い
ま

す
。
し
か
し
臨
床
経
験
を
十
分
積
ん
で
い
な

い
准
助
産
師
さ
ん
は
、
自
信
を
持
っ
て
お
産

を
介
助
で
き
な
い
た
め
に
、
地
域
住
民
か
ら

の
信
頼
が
得
ら
れ
な
い
こ
と
が
多
く
、
助
産

師
の
質
の
向
上
が
課
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

〈
活
動
内
容
〉

P
H
J
で
は
支
援
地
の
保
健
セ
ン
タ
ー
に
勤

務
す
る
准
助
産
師
を
対
象
に
、
能
力
強
化
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
は
、
5
日
間
の
講
義
と
30
日
間
の
病

院
で
の
実
習
。
そ
の
後
、
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
も
実
施
し
て
い
ま
す
。
病
院
の

実
習
で
は
そ
れ
ぞ
れ
が
10
件
の
お
産
に
立
ち

会
い
、
介
助
し
ま
し
た
。
と
く
に
臨
床
経
験

の
少
な
い
准
助
産
師
さ
ん
達
に
と
っ
て
実
地

で
指
導
が
受
け
ら
れ
る
実
習
は
と
て
も
重
要

で
す
。

〈
背
景
〉

P
H
J
の
活
動
地
で
あ
る
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
農

村
地
域
で
は
、
医
療
環
境
や
医
療
人
材
が
不

足
し
て
い
る
た
め
、
自
宅
出
産
が
一
般
的
で

す
。
し
か
し
万
一
の
際
に
適
切
な
ケ
ア
が
受

け
ら
れ
な
い
た
め
、
出
産
時
に
母
も
子
も
危

険
に
さ
ら
さ
れ
ま
す
。
助
産
師
や
補
助
助
産

師
（
分
娩
介
助
の
補
助
や
母
子
の
ケ
ア
を
行

う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）
に
よ
る
施
設
で
の
安
全

な
お
産
を
増
や
し
た
い

―
。
そ
の
一
つ
の

糸
口
と
し
て
助
産
師
・
補
助
助
産
師
に
よ
る

現
場
の
情
報
共
有
や
問
題
把
握
の
場
を
つ
く

り
ま
し
た
。

〈
活
動
内
容
〉

助
産
師
・
補
助
助
産
師
が
参
加
で
き
る
会
議

の
場
を
実
施
す
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。
会
議

で
は
、
現
状
の
把
握
と
問
題
点
の
洗
い
出
し
、

そ
し
て
改
善
策
を
話
し
合
い
ま
す
。

た
と
え
ば
、
あ
る
と
き
の
会
議
の
テ
ー
マ
は

「
搬
送
」。
助
産
診
療
セ
ン
タ
ー
と
い
っ
た
施

設
で
の
分
娩
を
奨
励
す
る
に
は
、
農
村
地
か

ら
の
搬
送
の
問
題
を
解
決
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
農
村
の
人
々
は
、
ま
ず
車
を
所
有

し
て
い
ま
せ
ん
し
、
交
通
費
に
お
金
を
か
け

る
余
裕
が
あ
り
ま
せ
ん
。
一
方
で
医
療
機
関

側
は
救
急
体
制
も
整
備
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、

農
村
地
に
す
ぐ
に
医
師
や
看
護
婦
が
駆
け
つ

け
る
と
い
っ
た
こ
と
も
難
し
い
状
況
で
す
。

こ
う
し
た
問
題
を
洗
い
出
し
た
結
果
、
助
産

診
療
セ
ン
タ
ー
に
移
動
手
段
を
設
け
る
（
台

数
に
関
し
て
は
議
論
の
余
地
が
あ
り
ま
す
が
）

の
が
現
実
的
と
い
う
案
が
見
え
て
き
ま
し
た
。

▼
2
0
1
6
年
の
成
果 

▲

講
義
形
式
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
10
名
が
受

け
、
そ
の
う
ち
の
4
名
が
第
2
週
目
か
ら
少

人
数
で
の
病
院
実
習
を
行
い
ま
し
た
。

▼
こ
れ
ま
で
の
進
捗 

▲

2
0
1
6
年
9
月
よ
り
P
H
J
の
支
援
地
内

の
4
つ
の
助
産
診
療
セ
ン
タ
ー
で
そ
れ
ぞ
れ

実
施
。
2
回
目
を
開
催
し
た
地
域
も
あ
り
内

容
が
よ
り
深
堀
り
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
受
け
た

准
助
産
師
さ
ん
の
声

准
助
産
師　

ネ
ッ
ト
・
ス
レ
イ
ネ
さ
ん

（
１
年
前
に
講
義
と
実
習
を
受
講
）。

「
講
義
で
は
分
娩
時
出
血
や
妊
娠
期
間
中

の
危
険
兆
候
に
つ
い
て
詳
し
く
知
る
こ

と
が
で
き
、
実
際
の
業
務
で
も
そ
の
知

識
を
活
か
し
て
、
ハ
イ
リ
ス
ク
の
妊
婦

さ
ん
を
き
ち
ん
と
地
方
病
院
に
照
会
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。」

活
動
を
ふ
り
か
え
っ
て

Ｐ
Ｈ
Ｊ
カ
ン
ボ
ジ
ア
事
務
所
長

中
田
好
美

准
助
産
師
が
村
人
の
信
頼
を
獲
得
す

る
に
は
、
准
助
産
師
の
技
術
面
の
向

上
だ
け
で
は
な
く
サ
ー
ビ
ス
の
質
を

向
上
す
る
こ
と
が
必
要
だ
と
考
え
て

い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
の
中
で
対
話
能
力
の
向
上
を
図
る

こ
と
を
考
慮
し
な
が
ら
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
を
行
っ
て
い
ま
す
。

カ
ン
ボ
ジ
ア

ミ
ャ
ン
マ
ー
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東
日
本
大
震
災
支
援
の
こ
れ
か
ら

熊
本
地
震
医
療
支
援
募
金

被
災
者
を
対
象
に
し
た

地
域
の
包
括
ケ
ア
支
援

終
了
の
ご
報
告
と
募
金
へ
の

ご
協
力
の
御
礼

P
H
J
が
実
施
し
て
き
た
気
仙
沼
や
石
巻
の

被
災
病
院
へ
の
医
療
機
器
寄
贈
に
よ
る
復
興

支
援
。
現
在
は
対
象
と
な
る
医
療
機
関
の
復

興
が
ほ
ぼ
完
了
し
、
今
後
は
生
活
不
活
発
病

や
ス
ト
レ
ス
に
よ
る
健
康
状
態
の
悪
化
等
で

苦
し
ん
で
い
る
被
災
者
の
自
立
支
援
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

熊
本
県
熊
本
地
方
を
震
源
と
す
る
地
震
に
お
い
て
、

P
H
J
は
医
療
支
援
の
募
金
活
動
を
2
0
1
6
年

4
月
22
日
に
開
始
し
、同
年
12
月
28
日
に
終
了
し

ま
し
た
。
寄
付
総
額
は
1
6
8
6
万
7
4
8
2

円
で
し
た
。
皆
様
の
あ
た
た
か
い
ご
支
援
、
心

よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

頂
い
た
ご
寄
付
は
公
益
社
団
法
人
全
日
本
病

院
協
会
を
通
し
、
震
災
直
後
は
災
害
時
医
療

支
援
活
動
班（
Ａ
Ｍ
Ａ
Ｔ
）の
派
遣
、
必
要
な

食
品
、
水
、
お
む
つ
な
ど
の
物
資
の
輸
送
に

使
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
は
熊
本
県
と
大
分

県
に
お
け
る
被
災
し
た
病
院
の
復
興
支
援
に

使
わ
れ
ま
し
た
。
支
援
し
た
病
院
は
熊
本
県

で
57 
病
院
、
大
分
県
で
2 

病
院
の
計
59
病
院

と
な
り
ま
す
。

東
日
本
大
震
災
か
ら
６
年
、

復
旧
工
事
は
急
ピ
ッ
チ
で
進

む
な
か
、
気
仙
沼
や
石
巻
で

も
災
害
公
営
住
宅
が
完
成
し
、

仮
設
住
宅
の
閉
鎖
と
集
約
化

が
進
ん
で
い
ま
す
。
こ
れ
は
、

仮
設
住
宅
に
住
む
人
た
ち
が
、

震
災
後
と
も
に
暮
ら
し
て
き

た
仲
間
と
別
れ
、
新
た
な
環

境
の
変
化
に
直
面
す
る
こ
と

を
意
味
し
ま
す
。
ス
ト
レ
ス

で
家
に
閉
じ
こ
も
り
が
ち
に

な
り
、
特
に
一
人
住
ま
い
や

高
齢
者
の
中
に
は
認
知
症
、

う
つ
病
、
ア
ル
コ
ー
ル
依
存

症
が
増
え
て
き
ま
し
た
。

現
在
被
災
者
に
必
要
と
さ
れ
て
い
る
の
は
包

括
的
な
ケ
ア
。
た
と
え
ば
、
石
巻
市
の
取
り

組
み
の
一
つ
「
石
巻
ま
ち
の
保
健
室
」。
イ
オ

ン
モ
ー
ル
で
健
康
診
断
を
定
期
開
催
す
る
こ

と
で
、隣
り
合
っ
た
人
が
気
軽
に
話
せ
る「
場
」

づ
く
り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
P
H
J
は
血

圧
、
体
脂
肪
、
血
管
年
齢
、
肌
等
を
測
定
す

る
医
療
機
器
の
寄
贈
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
気
仙
沼
医
師
会
か
ら
の
要
望
で
災
害

時
、
孤
立
化
し
た
場
所
か
ら
ヘ
リ
救
助
を

求
め
る
災
害
時
施
設
状
況
伝
達
の
横
断
幕

「
S
O
S
シ
ー
ト
」
の
支
援
も
予
定
し
て
い

ま
す
。
現
在
も
P
H
J
の
東
日
本
大
震
災
支

援
に
ご
協
力
い
た
だ
い
て
い
る
企
業
・
個
人

の
皆
様
に
こ
の
場
を
借
り
て
深
く
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。
支
援
活
動
は
2
0
1
7
年
12
月

末
ま
で
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

気
仙
沼
・
石
巻

熊
本

そもそも助産師さんとは
どういう人？

今号の先生：北里大学 看護学部　准教授 吉野 八重

2011/3/15 ～ 2016/12/31 の
東日本大震災寄付金の収支 単位（万円）

聖路加看護大学卒業、ロンドン大学 MSc（公衆衛生修士、熱帯医学
ディプロマ）、北里大学 PhD（医学博士）。PHJ 運営委員。国内の病院、
クリニックでの勤務経験を経て、JICA 母子保健・助産専門家として
ブラジルに赴任。その後もスマトラやイランの震災後の看護支援や、
モンゴルの看護教育支援や母子保健人材育成など、多岐にわたり国
際的な活動を続けている。

開発途上国では助産師さんが広い範囲で活躍しているように思えます。
そもそも助産師さんの仕事とは？

ブラジルをはじめ海外で母子保健の専門家として活動してこられた
吉野先生。各国のお産や助産師さんの印象を教えてください。

最後に日本の助産師さんの強みを教えてください。

国際助産師連盟では「助産師は、女性の妊娠、出産、産褥の各期を通
じて、サポート、ケアおよび助言を行い、助産師の 責任において出産
を円滑に進め、新生児および乳児のケアを提供するために、女性とパートナーシップを持って活動する。（中
略）助産師は、女性のためだけではなく、家族及び地域に対しても健康に関する相談と教育に重要な役割
を持っている（後略）」と定義しています。

「ブラジルのお産」の特徴は、帝王切開率が世界一高く、富裕層で 90%、貧困層でも40 以上。痛みの閾値の低さ、
陣痛やセクシャリティに対する価値観の違い、医師が仕事を掛け持ちしていること、保険制度の違いなどが背
景にあります。

「モンゴルの助産師」は、自立心が強く応用力に長けています。70 年近くコメコン下でロシアの影響を受け助
産教育が遅れていましたが、近年、妊産婦、乳幼児死亡率が下がりました。それは新しい知識を吸収し、創
意工夫する助産師たちの意欲があったからといえます。男性助産師もいて活躍しています。

「カンボジアの助産師」は、機材や薬剤が不足する厳しい環境でとても頑張っていました。歴史に翻弄された
深い傷をもちつつ、新しい知識・技術を学び、より良いケアを提供したいという意欲の高さが印象的でした。

伝統的な技、科学的根拠に基づく専門知識、女性に寄り添ったケアができること、卓越したおっぱいケア
の技術などです。また助産師の「開業権」があることも強みです。欧米諸国でも開業権が認められている
のは、ごく一部の数か国。これは残すべき財産だと思いますが、高齢初産やハイリスク妊婦の増加で、な
かなか難しい問題もあります。

PHJ

Q1

PHJ

Q2

PHJ

Q3

住民の健康まで幅広いケアをする助産師さん。医師の少ない開発途上国では特に不可欠な存在ということ
がわかります。助産師さんの職業の可能性の広さを感じました。吉野先生、ありがとうございました。

PHJ

吉野先生

A1

吉野先生

A2

吉野先生

A3

PROJECTS IN JAPAN

収入
現金寄付
物品寄付（医療機器・事務機等）

14,359
20,837

支出
医師派遣費・医療機器調達費
物品支援（医療機器・事務機等）
輸送費・スタッフ活動費

10,670
20,837
 2,759

残額 復興支援に使う予定 930

双子を出産した若いお母さん（モンゴル）

参加型妊婦教室のトライアル風景（ブラジル）



PHJ
の

輪
「よき市民」として
主体的に活動する社員を。
日本ヒューレット・パッカード株式会社

支 援 企 業 訪 問
ローバルな IT 企業として成長

しつづける日本ヒューレット・パッ
カード（株）。PHJ の賛助会員として、
社内でのカレンダー募金などさまざ
まな形で支援していただいています。
東日本大震災の支援活動ではパソ
コンの寄贈とともに、ソフトウェア
のインストール作業を社員の方がボ
ランティアで行ってくださいました。
社員一人ひとりがボランティア活動
に積極的に取り組んでおられる日本
ヒューレット・パッカード（株）の社
会貢献への想いをうかがいました。

日本ヒューレット ･ パッカード株式会社
社長室・コーポレートコミュニケーション本部  岸良百子様

創業時から地域社会に貢献する責任があると考え「よき企業市民」であることを、会社の目的の一つとして掲げてきま
した。社会貢献は社員全員が行うものという創業者の言葉を受け継ぎ、日本を含む世界各国で社員がボランティア活
動に参加しています。とはいえ、強制的ではなく、社員が主体的に活動することが重要だと感じています。 

弊社では、世界中の社員がボランティア活動を行った時間を登録すると、その時間に応じて寄付できる仕組みがあり
ます。また、ここ 2 年 ほど新入社員研修で社会貢献の実践プログラムを実施しています。高齢の方や障害のある方の
施設や NPO、あるいは福島県の被災地域でボランティアを体験し、地域社会のニーズを理解し、社会人としてできる
ことを考えてもらうのです。IT 企業の一員として IT を通じて社会課題の解決に貢献する、そんな視点を持って仕事に
取り組んでもらうきっかけになればと思います。

特に弊社では、2011 年の東日本大震災がきっかけとなり、多くの社員がボランティ
ア活動に参加しました。瓦礫の撤去から始まった岩手県の被災地域への支援は今
も続いています。都内へ避難された方を対象としたパソコン講座や、釜石で仮設
住宅に住む人たちをサポートする団体や NPO を対象にビジネスコミュニケーショ
ン講座も行っています。ありがとうと感謝されたり、仕事ではつながりのない社員
同士が出会えたり、と利害関係を抜きにした喜びが得られるようです。

PHJ の活動がすばらしいと思うのは、文化や生活習慣が異なる地域の人たちの中に入り込んで、地道に母子保健の教
育に取り組んでいることです。PHJ の駐在員の方のお話を聞いたり、広報誌を読むたびに、正しい保健衛生の知識を
浸透させるため、日々奮闘されている様子に感心するとともに、こうした地域に根ざした息の長い活動が、社会の課題
を解決していく一歩になっていることを実感します。これからもますますがんばっていただきたいと思いますし、私も応
援してきたいと思います。

社員が主体的に活動することが重要

社会問題とその解決策について考える環境づくり

東日本大震災でボランティア活動がさらに活発化

PHJ の地道な取り組みを応援したい
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こんにちは、
さようなら！

PHJ STAFF

カンボジア保健センターにて。一番右側

釜石市でのビジネスコミュニケーション講座の様子



2017 年 1月に PHJ は創立 20 年を迎えましたが、
記念行事として2016 年 8月25日に「感謝の集い」
を開催しました。これまで PHJ を支えてくださっ
たさまざまな方々にも来ていただき、スピーチを
聞いたり、映像を見たりしながら、20 週年を迎
えられた喜びを分かち合いました。

頂いたメッセージの一部をご紹介します。
■ 田中 滋副理事長（創立以来の理事）
PHJの20年にわたる活動の成功要因は、①困っ
た人をただ助ける活動ではなく、自立支援の姿
勢を貫いていること、 ②現地スタッフを支える本
部のスタッフが企業人として経験を活かしマネジ
メント能力が高いことが挙げられます。

■ 鈴木 周志　横河電機（株）常務執行役員
当社は PHJ 発足以来、「すべての人々に健康と
希望を」というミッションに賛同し、様々な形
で支援しています。今後の世界で大きな成長エ
ンジンとなるアジア途上国で、PHJが基礎となる

「人」の健康と健全な成長に関与できていること
は、我々サポーターにとって大きな誇りです。

リニューアル創刊号、いかがでしたか。今後は年 2 回の発行となりますが、より充実させてまいりますので、本誌への

ご意見や取りあげたいテーマなどありましたらご連絡ください。また、PHJ の紹介パンフレットをリニューアルしコンパ

クトになりましたので、オフィス、お店など設置いただける場所がありましたら、お知らせください。
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タイ、ベトナム、インドネシアの事業は現地に移
管後終了しました。ご支援頂いた皆様に深く感
謝申し上げます。

タイ事業の終了とタイ事務所の閉鎖 :
2016 年 10 月末

1998 年に開始した 4 つの事業は当初の計画通り
現地に移管し、2016 年 10 月末にタイ事務所を
閉鎖しました。事務所閉鎖にあたり、PHJ 廣見
代表とタイ担当の蓮見部長がチェンマイ（タイ）
を訪問し、タイ事務所長ジラナンはじめスタッフ
全員に感謝状を手渡しました。

インドネシア事業の終了と
インドネシア事務所の閉鎖 :
2016 年 12 月末

1999 年から母子保健分野を中心に教育支援事
業を実施してきました。2015 年から新規事業開
始を予定していましたが、活動許可証更新の遅
滞により長期の事業停止が発生。その後もイン
ドネシア保健省から更新に対する新たな要求事
項が出てきたことから、事業の継続は困難と判
断し、2016 年 12 月末でインドネシア事務所の
閉鎖を決定しました。より詳細な報告は別紙を
ご覧ください。

PHJのお知らせ掲示板

編集後記

PHJ bulletin board 

20 周年を祝う「感謝の集い」を開催しました 事業終了にともなうタイ、インドネシア
事務所閉鎖のご報告
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